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唐
末

の
密
教
と
蘇
悉
地

三

崎

良

周

圓
仁

に
よ
つ
て
將
來
さ
れ
、
圓
珍
安
然
以
下
、
台
密
の
諸
匠
に
よ
り

形
成
さ
れ
て
來
た
蘇
悉
地
法
は
、
そ
の
護
祥
の
母
胎
で
あ
る
唐
末
に
お

い
て
は
、

一
髄
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
た
か
。
蘇
悉
地
が
胎
金
の
二

部
に
蛇
ん
で
大
法
と
さ
れ
た
の
は
、
寓
目
し
得
る
記
録
で
は
、
海
雲
の

血
脈
が
早
い
よ
う
で
、
圓
仁
も
そ
の
巡
禮
行
記
に
お
い
て
、
法
全
か
ら

蘇
悉
地
大
法
を
受
け
た
、
と
記
し
て
い
る
。

一
方
、
圓
珍
の
頃
か
ら
、

蘇
悉
地
の
供
養
作
法
が
十
八
道
と
さ
れ
て
來
た
ら
し
く
、
安
然
の
敏
時

問
答
巻

四
に
は
、
そ
れ
が
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
現
今
で

は

一
般

に
、
「蘇
悉
地
と
は
十
八
道
な
り
。
」
と

い
う
に
至

つ
て
い
る

が
、

し
か
し
十
八
道
は
、
東
密
で
も
室
海
に
よ
り
傳
承
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
台
密
の
十
八
道
に
つ
い
て
唐
末
か
ら
の
傳
承
や
そ
の
内

容
を
検
討
し
、
東
密
の
そ
れ
と
辮
別
し
な
け
れ
ば
、
蘇
悉
地
と
し
て
の

十
八
道

の
意
義
は
認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
蘇
悉
地
が
胎
金
爾

部
に
虹
ぶ
大
法
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
當
然
そ
こ
に
阿
闇
梨
灌
頂
の

印
信
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
れ
故

に
わ
た
く
し
は
、
こ
の

台
密
の
蘇
悉
地
を
解
明
す
る
上
に
、

一
鷹
の
便

宜
的
な
方
法
と
し
て
、

蘇
悉
地
灌
頂
に
お
け
る
根
本
印
信
と
、
蘇
悉
地
供
養
法
と
し
て
の
十
八

道
と
に
問
題
を
分
け
て
考
説
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
こ
に
残
さ
れ
た
問
題
は
、
供
養
法

と
根
本
印
信
と
の
關

係
、
ま
た
胎
金
雨
部
と
の
關
係
に
つ
い
て
、
特

に
唐
末
の
部
面
に
封
す

る
究
明
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
こ
と

は
、
台
密
の
蘇
悉
地
は
圓
仁
に
よ
つ
て
傳
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

當
然
に
唐
末
に
お
い
て
蘇
悉
地
法
が
行
わ
れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
台
密
の
蘇
悉
地
は
軍
に
そ
の
延
長

で
あ
る
か
ど
う
か
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
は
個
々
の
部
面
に
お
い
て
嚴
密
に
辮
別
し
て
お
く
必
要

が
あ
ろ
う
。
ま
た
小
稿
に
お
い
て
は
、
紙
数
の
關
係
で
、
供
養
法
の
問

題
は
し
ば
ら
く
措
い
て
、
・蘇
悉
地
灌
頂
に
お
け
る
根
本
印
信
を
め
ぐ
つ

て
の
問
題
に
と
ど
め
た
い
、
と
思
う
。

二
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蘇
悉
地
の
根
本
印
信
に
つ
い
て
、
先
ず
問
題
と
さ
れ
る
の
は
三
種
悉

地
で
あ
る
。
こ
の
三
種
悉
地
を
最
も
詳
細
に
説
く
の
は
、
三
種
悉
地
破

地
獄
儀
軌
の
三
本
で
あ
り
、
そ
の
課
者
は
い
ず
れ
も
善
無
畏
と
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
實
は
更
に
時
代
の
降
つ
た
シ
ナ
撰
述
で
あ
る
ら
し
い
。

次
に
、

上
中
下
の
成
就
と
い
う
三
種
悉
地
思
想
を
示
す
経
軌

と
し
て

は
、
菩
.提
流
志
課
の
一
字
佛
頂
輪
王
経
、
五
佛
頂
三
昧
陀
羅
尼
経
、
善

無
畏
課

の
蘇
悉
地
経
、
蘇
婆
呼
経
、
不
室
課
の
菩
提
場
経
、
同
撰
の
都

部
陀
羅
尼
目
、
総
繹
陀
羅
尼
讃
、
慧
林
の
建
立
曼
茶
羅
及
棟
澤
地
法
、

等
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
経
軌
に
は
、

い
ず
れ
も
眞
言
や
印
契
が
示
さ

れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
蘇
悉
地
経
巻

一
に

「若
有
下持
二諦
鯨

眞
言
法

不
中
成
就
上
者
、
當
レ令
ヒ
兼
二
持
此
経
根
本
眞
言

當
二
速
成

就

ご

と
あ
り
、
ま
た

「
復
次
、
上
中
下
成
就
法
者
、
如
二
別
経
説
ご

と
あ
つ
て
も
、
圓
仁
は
そ
の
疏
に

「
こ
の
経

の
根
本
眞
言
」
や

「
別

経
」
を
示
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
後
世
い

ろ
い
ろ
の
教
説
が
構
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
安
然
は

「別
経
」
を
毘
盧

遮
那
別
行
経
で
あ
る
と
し
、
三
昧
流
で
は

「
根
本
眞
言
」
を
別
行
経
の

心
地
根
本
紳
呪
と
す
る
の
で
あ
る
。

一
髄
に
、
眞
言
も
印
契
も
圭
奪
も

不
明
の
ま
ま
に
、
灌
頂
大
法
が
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

三

蘇
悉
地
法
の
本
質
と
い
う
べ
き
も
の
を

一
鷹
想
定

し
て
、み
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
蘇
悉
地
の
文
字
通
り

「
諸
法
を
完
全
に
成
就
せ
し
め
る
。
」

と
い
う
こ
と
と
、
善
無
畏

・
金
剛
智
の
時
代
か
ら
完
成
し
た
と
さ
れ
る

胎
金
の
爾
部
に
相
亙
つ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
に
學
げ
た
海
雲

血
脈
に
、

吹
有
二蘇
悉
地
教

廣
明
三
二
部

・亦
撮
二持
念
法
殉
此
中
、
但
明
二事
成
就
幻

與
二金
剛
界
及
大
毘
盧
遮
那

義
味
相
渉
、
亦
是
至
極
要
妙
法
。
三
藏
善
無

畏
所
課
、
兼
二前
二
部
大
敏

及
二蘇
悉
地

共
成
三
二
部
大
敢
幻

と
、
「
金
胎
の
爾
部
に
義
味
相
渉
る
。
」
「二
教

(
金
胎
)
と
蘇
悉
地
と

で
、
三
部
大
敢
を
成
ず
。
」
と
あ
る
こ
と
が
灌
謹
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
記
に
關
連
し
て
は
、
圓
珍
の
決
示
三
種
悉
地
法
に
、
次
の
よ
う
に

あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る

青
龍
寺
全
阿
闇
梨
、
分
二付
圓
珍
雑
眞
言
一云
、
多
寳
梵
志
、
於
三
二
十
萬
字

毘
盧
遮
那
金
剛
頂
経

探
二集
要
妙

最
上
勝
殊
輻
田
、
唯
五
、字
眞
言
。

全
大
和
術
面
決
云
、
此

(
ア

バ
ン

ラ
ン

カ
ン

ケ
ン
)
法
身
眞
言
也
。
其

二
佛
者
、
全
身
在
二雨
部
諸
経
中

仁
忠
大
阿
闊
梨
随
身
秘
書
中
、
別

有
二
一
本
要
妙
噛
云
、
五
部
巻
秩
貝
多
梵
簑
三
十
萬
言
、
出
二毘
盧
遮
那
金
剛

頂
経

探
二集
要
妙

最
上
幅
田
、
唯
此
五
字
眞
言
。
諦
者
所
レ獲
功
徳
、
不

レ可
二比
量

不
レ可
レ説
也
。
出
入
成
就
悉
地
、
及
化
身
報
身
眞
言
名
義
、
具

繹
在
レ彼
、
故
今
不
レ載
レ之
。

こ
こ
に
い
う
と
こ
ろ
は
、
「
ア
バ
ン
ラ
ン
カ

ン
ケ
ン
の
五
字
眞
言
は
、

大
日
経

・
金
剛
頂
経
の
要
妙
を
探
集
し
た
も
の
。
」
と
し

て
い
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
を
基
準
と
し
て
、
蘇
悉
地
の
考
読
は
出
獲
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

唐

末

の
密
敢
と
蘇
悉
地
、
(
三

崎
)
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四
五

-699-



唐
末

の
密
敬
と
蘇
悉
地

(
三

崎
)
 

二
四
六

そ
れ
に
併
せ
て
注
意

す
べ
き

は
、
「妙
成
就
」
、
「
一
切
成
就
」
と
い

う
語
句
は
、
大
日
経
に
は
庭
腱
に
多
く
用

い
ら
れ
、
金
剛
頂
喩
伽
中
略

出
念
諦
経

に
も

「
最
上
悉
地
成
就
」
、
「悉
地
蹟
折
羅
」
等
の
語
句
が
屡

圭
見
え
て
い
る
が
、
そ

の
他

の
密
典

に
も
多

く

「成
就
品
」
が
お
か

れ
、
如
何
に
し
て
諸
法
が
成
就
さ
れ
る
か
を

説

い
て

い
る
の
で
あ

つ

て
、
い
わ
ば
密
教
に
は
通
じ
て
、
そ
の
修
法
の
成
就
は
最
も
願
望
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
氣
つ
く
こ
と
は
、
蘇
悉
地
掲
羅
経
と
は
、

こ
の

「妙
成
就
の
た
め
の
作
業
」
を
表
題
に
掲
げ
た
経
で
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
そ
の
請
問
品
に

「
此
蘇
悉
地
経
、
若
持
二
鯨
眞
言
法

不
レ
成
就

一者
、
能
兼
二持
此
経
根
本
眞
言

當
二速
成
就

於
二
三
部
中
輔

此
経
爲
レ
王
、
亦
能
成
二辮

一
切
等
事
ご

と
あ
る
よ
う
に
、
「
他
の
眞
言

法
を

(
す

べ
て
)
成
就
せ
し
め
る
」
の
が
こ
の
蘇
悉
地
経
で
あ
り
、
ま

た

「
(他

の
眞
言
を
持
し
つ
つ
)
こ
の
経
の
根
本
眞
言
を
兼
ね
持
す
。
」

と
、
す
べ
て
の
他
の
眞
言
法
を
前
に
豫
想
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
完
結
せ

し
め
る
の
が
こ
の
眞
言
法
で
あ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
蘇
悉
地
経
の

圭
張
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
他
に
は
さ
ら
に
降

つ
た
時
代

の
シ
ナ
撰
述
と
想
わ
れ
る
毘
盧
遮
那
別
行
経
で
は
、
三
種
悉

地
を
前
に
置
き
、
そ
れ
が
成
就
し
な
け
れ
ば
心
地
根
本
神
呪
を
諦
持
す

べ
き
こ
と
を
説
く

の
で
、
い
わ
ば
蘇
悉
地
経
等
の
説
に
加
上
し
て
い
る

の
で
あ
つ
て
、
別
行
経
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
問
題
が
展
開
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
焦
鮎
を
蘇
悉
地
経
に
お
い
て
、
佛
蓮
金
の
三
部

の
成
就
を
説
く
こ
の
経
が
、
た
と
え
胎
藏
界
の
撮
で
あ
る
と
し
て
も
、

唐
末
の
胎
金
合
揉
を
意
圖
す
る
眞
言
家
に
は
、
金
剛
界
の
修
法
を
も
含

め
て
成
就
せ
し
め
る
密
典
と
見
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
關
連
し
て
、
大
日
経
世
間
成
就
品
義
繹

に
は
、
「
若
諸

行
者
、
欲
レ
作
二世
間
上
中
下
成
就
事
一者
、
當
レ参
二
用
蘇
悉
地
経
等
諸

経
ご

と
あ
り
、
金
剛
頂
略
出
経
巻
三
に
は

「
其
作
壇
庭
、
或
別
作
二浄

室

或
蕾
浮
室
、
澤
地
等
法
、
不
レ異
二蘇
悉
地

読
ご

と
、

い
ず
れ
も

蘇
悉
地
経
を
念
頭
に
置
い
て
い
る

特
に
金
剛
頂
経
に
お
い
て
胎
藏
部

の
蘇
悉
地
経
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

四

次
に
、
三
種
悉
地
破
地
獄
儀
軌
に
三
眞
言
が
充
當
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
關
し
、

こ
の
儀
軌
の
成
立
の

一
端
緒
を
考
え
て
み
た
い
。
そ
こ
に

と
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
大
日
経
義
繹
で
あ
る
。

義
繹
で
は
、
経
の
本
文
を
攣
改
し
て
、
蘇
悉
地
経
を
援
用
し
つ
つ
、

修
法
の
場
所
、
時
問
、
目
的
、
衆
生
の
煩
悩
の
種
類
等
を
三
種
に
分
け

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
具
縁
品
義
繹
に
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

経
云
、
世
間

一
切
支
分
、
皆
悉
出
二現
如
來
之
身

者
、
前
現
二荘
嚴
藏
一時
ふ

普
門

身
、
各
遍
二十
方

随
レ縁
鷹
レ物
。
今
欲
レ読
二漫
茶
羅
圖
位

故

還
約
二佛
身
上
中
下
禮

以
二部
類
一分
レ之
。

す
な
わ
ち
持
講
法
則
品
に
は
、
下
禮
、
膀
上
、
心
、
白
毫
、
頂
に
ア

バ
ン
ラ
ン
カ
ン
ケ
ン
の
五
字
を
布
字
し
て
い
る
し
、
ま
た
秘
密
漫
茶
羅
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品
に
、
「眞
言
者
圓
壇
、
先
置
二於
自
騰

自
レ足
而
至
レ膀
、
成
二大
金
剛

輪

從
レ
此
而
至
レ
心
、
當
レ
思
二惟
水
輪

水
輪
上
火
輪
、
火
輪
上
風
輪
。

次
鷹
下
念
二持
地

而
圖
劇
衆
形
像
上
」
と
あ
つ
て
、
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
五

輪
成
身
観

の
出
庭
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
義
繹
で
は
、
右
に

示
し
た
よ
う
に
如
來
身
を
上
中
下
に
三
分
し
て
い
る
の
で
あ
る

そ
れ

は
上
來
述

べ
た
蘇
悉
地
経
の
三
分
の
例
の

一
で
も
あ
り
、
ま
た
請
問
品

の

「
從
レ
腋
至
レ
頂
爲
レ
上
、
從
レ
膀
至
レ
腋
爲
レ
中
、
從
レ
足
至
レ膀
爲
レ
下
。
」

に
も
と
つ
く
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
破
地
獄
儀
軌
で
は
、
こ
の
五
輪
成
身
観
を
引
用
し
て
、
金

剛
界
の
五
智
、
五
如
來
、

五
大
、

ま
た
五
方
、
五
色
、
五
臓
に
宛
用
し

て
い
る

一
方
、
義
繹
で
五
輪
に
宛
て
て
い
た
ア
バ
ン
ラ
ン
カ
ン
ケ
ン
の

五
字
を
身
髄
の
上
髄
、
ア

ビ

ラ

ウ
ン

ケ
ン
を
中
舳瞠
、ア
ラ
ハ
シ
ャ
ナ

を
下
膿
に
配
し
て
い
る
。
そ
こ
に
胎
金
合
揉
の
意
圖
を
推
測
せ
し
め
る

の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
五
輪
成
身
観
を
も
、
胎
金
の
綱
格
を
も

崩
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
の
五
字
は
ア
バ
ン
ラ

ン
カ
ン
ケ

ン
と
と
も
に
、
そ
の
母
韻
や
ヴ
ィ
サ
ル
'ガ
と
と
れ
た
ア
ヴ

ァ

ラ
カ
キ
ャ
の
五
字
が
身
髄
の
五
支
分
や
五
輪
に
宛
て
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
破
地
獄
儀
軌
で
中
品
の
眞
言
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
理
由
は
不

明
で
あ
る
。
ア
ラ
ハ
シ
ャ
ナ
の
五
字
は
、
圓
珍
の
指
示
す
る
よ
う
に
金

剛
頂
喩
伽
文
殊
五
字
品
等
に
見
え
る
が
、

こ
れ
ま
た
下
品
眞
言
と
さ
れ

た
必
然
性

は
分
ら
な
い
。
金
剛
界
系
統
か
ら
五
字
眞
言
を
索
め
る
と
す

れ
ば
、
む
し
ろ
略
出
経
の
バ
ン

ウ
ン

タ
ラ
ク

キ
リ
ク

ア
ク
の
方
が
、

金
わ
剛
界
の
五
部
、
五
如
來
を
示
す
の
で
あ
る
か
ら
さ
ら
に
適
當
と
想

れ
る
。
し
か
し
義
繹
は
、
破
地
獄
儀
軌
の
形
成
に
、
多
く
の
資
料
を
提

供
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五

次
に
蘇
悉
地
の
圭
奪
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

蘇
悉
地
経
で
は
佛
頂
如

來
で
あ
る
に
封
し
、
破
地
獄
儀
軌
で
は
奪
勝
佛
頂
で
あ
る
。
蘇
悉
地
経

の
佛
頂
如
來
は
、
恐
ら
く
菩
提
流
志
課
の

一
字
佛
頂
輪
王
経
、
寳
思
惟

繹
の
大
陀
羅
尼
末
法
中

一
字
心
呪
経
、
阿
地
崔
多
繹

の
陀
羅
尼
集
経
の

佛
頂

へ
と
遡
つ
て
系
統
づ
け
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
経

典
は
、
胎
金
未
分
の
時
代
の
編
纂
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
故

に
こ
そ
、
後
世
か
ら
見
て
、
胎
金
合
揉
的
傾
向
も
観
取
で
き
る
よ
う
で

あ
る
。

一
方
、
十
八
道
と
密
接
な
關
連
を
も

つ
蘇
悉
地
供
養
法
の
先
縦

が
陀
羅
尼
集
経
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
蘇
悉

地
経
に
示
す
佛
頂
と
は
佛
頂
輪
王
で
あ
り
、

そ
れ
を
と
り
ま
く
佛
頂
如

來
の
中
に
、
尊
勝
佛
頂
の
名
は
見
ら
れ
な

い

破
地
獄
儀
軌
の
尊
勝
佛

頂
は
、
杜
行
顎
、
佛
陀
波
利
課
の
尊
勝
儀
勒
に
由
來
し
、
不
室
の
時
代

以
降
、

上
下
に
信
奉
さ
れ
た
影
響
か
と
想
わ
れ
る
。
そ
し
て
破
地
獄
儀

勒
の
成
立
は
、
顯
戒
論
縁
起
巻
上
に
最
澄
が
三
種
悉
地
印
信
を
相
承
さ

れ
た
と
あ
り
馬
室
海
の
三
十
帖
策
子
に

「破
地
獄
眞
言
」
が
あ
る
こ
と

か
ら
し
て
、
恵
果
の
時
代
で
あ
ろ
う
か
、

と
推
測
す
る
も
の
で
あ
る
。

(註
)
近
刊
の
密
教
學
密
教
史
論
文
集

(高
野
山
刊
)
牧
載
の
拙
稿
を
参
照
。

唐
末
の
密
敬
と
蘇
悉
地

(三

崎
)
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